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★★ （1） ある液とあるが何という染色液を用いるのが適切か答えよ。

★★★ （2） 1図と2図を参考にして、植物の細胞だけに見られるつくりを二つ書きなさい。

★★ （3）

★★★ （4）

★ （5） ヒトやコスモスのように多くの細胞から体ができている生物を何というか。

★★ （6） いくつかの組織が集まって、特定のはたらきをしている部分を何というか。

佐藤さんは、動物と植物の細胞を比べるために、ヒトのほおの内側の細胞とコスモスの葉の断面の細
胞を観察した。細胞の細かいつくりを観察するために、ある液で両方の細胞の一部を染めた。1図はヒト
のほおの内側の細胞を、2図はコスモスの葉の断面の細胞をスケッチしたものである。

次の文は吸収された養分が血液の循環によって細胞で利用されることを述べたものであ
る。文中の（　①　）～（　③　）に適切な語句を記入せよ。

心臓のはたらきにより血液が体内を循環し、吸収された養分を全身に運んでいる。全身の細胞は、血
液から必要な養分を受け取り、生命活動に必要なエネルギーを取り出している。細胞がエネルギーを
取り出すとき、養分は（　①　）を使って分解され（　②　）と（　③　）ができる。

体の各部分の細胞では、血液によって運ばれた物質を使って、エネルギーが取り出される。このはたら
きを細胞の（　　　）という。

目標時間

10分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1

1.細胞のつくりとはたらき

単元2 動物の生活と生物の進化

1図 2図

① ② ③

（1） （2） （3）

（4） （5） （6）

合計日付
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★★★ （1）　

　　ア　ふくらむ　　　　　イ　縮まる　　　　　ウ　変化なし

★★★ （2）　（1）のようになるのはなぜか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　　　ア　ゴム風船内の気圧が高くなったから。

　　　イ　ゴム風船内の気圧が低くなったから。

　　　ウ　ペットボトル内の気圧が高くなったから。

　　　エ　ペットボトル内の気圧が低くなったから。

★★★★ （3）　

　　ア　上がる　　　　　イ　下がる　　　　　ウ　変化なし

★★ （4）　

★★★ （5）　

★★★ （6）　

　　　ア　酸素の多いところでは酸素と結びつく性質

　　　イ　酸素の多いところでは酸素を手放す性質

　　　ウ　酸素の少ないところでは酸素と結びつく性質

　　　エ　酸素の少ないところでは酸素を手放す性質

★★★ （7）　血液の成分のうち、二酸化炭素の運搬を行っているものを答えなさい。

★★★★ （8）　

ヒトの肺には筋肉がなく、肺自身でふくらんだり縮んだりすることは
できません。右の図1は、下部を切り取ったペットボトルを利用して作
成したヒトの胸部の模型で、ガラス管が気管、ゴム風船が肺、ゴム
膜は横隔膜に相当します。次の各問いに答えなさい。

ゴム膜をつまんで下に引くと、中のゴム風船はどうなるか。次のア～
エから選び、記号で答えなさい。

肺胞の中から取り入れられた酸素や小腸から吸収された養分はどのようにして血液からからだをつくる
各細胞へと送られているか。簡単に書け。ただし、次の語句を必ず使用すること。
【　組織液、血しょう　】

この実験より、ヒトが息を吸うために①ろっ骨　と　②横隔膜はどのような動きをするか。次のア～
ウからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

（4）があることでどのような利点があるか。次の文の①～③にあてはまる適語をそれぞれア・イか
ら選び、記号で答えなさい。

図2のように気管は枝分かれして細くなり、その先端は薄い小さな袋になっています。この小さな袋を何
といいますか。

肺の（　①　ア体積　　イ表面積　）が　（　②　ア大きく　　イ小さく　）なり、酸素と二酸化炭素の交換効
率が（　③　ア高く　　イ　低く　）なる。

血液が肺で酸素を受け取ることができるのは、赤血球に含まれるヘモグロビンがどのような性質をも
つからか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

目標時間

50分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.生命を維持するはたらき

単元2 動物の生活と生物の進化

1

（1） （2）

① ② ① ② ③

（6） （7） （8）

（3） （4） （5）

図1

図2

合計日付
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★★★ （1）　

★★ （2）　

★★★ （3）　

★★★★ （4）　

★★ （5）　

★★★★ （6）　

★★★★ （7）　ヒトの血液に含まれている白血球のはたらきを、簡潔に書きなさい。

次にヒトの心臓の断面を右図のように示した。Ａ～Ｄは心臓の4つの部屋を、Ｅ～Ｇは血管をそれぞれ
示している。
①　血液が流れていく順に、Ａ～Ｄを左から並べて書きなさい。ただ
し、一番目はＡとする。
②　動脈血が流れているのはどこか、Ａ～Ｇからすべて選び、記号
を書きなさい。

キンギョが入っているポリエチレンの袋に緑色のうすいＢＴＢ溶液を入れ、空気が入らないようにチャッ
クを閉めた。すると、しばらくして溶液の色に変化が見られた。変色後の溶液の色は何色になっている
か。

ゆうきさんは、キンギョを用いて血液の流れるようすを観察した。まず、1図のように、a透明な袋に水と
キンギョを入れた。次に、キンギョの尾びれの部分を顕微鏡で観察した。ｂ毛細血管中を、液体とともに
多数の小さな粒が一定の方向に流れているのが見えた。

下線部aについて、たかしさんは、なるべくキンギョに触らないように注意して観察したり、観察後すぐに
水そうに戻したりした。その理由を書きなさい。

下線部ｂについて、小さな粒は（　①　）といい、ヘモグロビンという物質を含んでいる。また、毛細血管
の小さな粒のまわりの液体は（　②　）という。

　ヒトやキンギョにおいて、体の各部分の毛細血管と細胞の間で行われる物質の移動は、液体にとけ
た状態で行われる。2図は、たかしさんが、体の各部分の毛細血管と細胞の間における物質の移動に
ついてまとめた模式図である。図中のＡ～Ｄは移動する物質を、→は物質が移動する向きを、それぞ
れ表している。

2図のＡ～Ｄについて、Ａは肺やえらから体外に出される。Ｂはヘモグロビンと結びつく。Ｃは肝臓
に運ばれて尿素に変えられる。Ｄは小腸の柔毛の毛細血管から吸収される有機物である。Ａ～Ｄが表
す物質の物質名を一つずつ書きなさい。

体の各部分の細胞では、血液によって運ばれた物質を使って、エネルギーが取り出される。このはたら
きを細胞の（　　　）という。

取り出されたエネルギーは何に使われるか書きなさい。また、（　　　　）に適当な語を入れなさい。

（8）　★★★★

2

小計

（5） （6）

（7） （8）
① ②

A B C D

（1） （2）
① ②

（3） （4）
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（実験）

★★ （1）　食道から胃や腸をへて肛門につながる1本の管を何といいますか。

★★ （2）　

★★★★ （3）　実験Ⅳの「ある操作」とはどのような操作か答えよ。

★★★ （4）　

[実験結果とわかったこと]

★★★ （5）　

　　ア　加熱によりｐＨが変わったから。

　　イ　加熱により酵素反応がより進んだから。

　　ウ　加熱により酵素がはたらきを失ったから。

　　エ　加熱によりデンプンの性質が変化したから。

★★★ （6）　

★★★★ （7）　

ア　タンパク質・脂肪のどちらもアミノ酸となり柔毛の毛細血管に入る。

Ⅰ　4本の試験管Ａ～Ｄを用意し、それぞれにうすいデ
ンプンのりを5　　　ずつ入れ、さらに、試験管ＡとＣには
うすめただ液を2　　　、試験管ＢとＤには水を2　　　ずつ
入れてよく振ってかき混ぜた。

Ⅱ　図のように試験管が入ったビーカーには40℃のお湯
が入っており、10分間、時間が経った後、それぞれの試
験管をビーカーから取り出した。

Ⅲ　試験管ＡとＢに、ヨウ素液を2～3滴ずつ加えてよく、
混ぜ、それぞれの色の変化を観察した。

タンパク質の脂肪の消化と吸収について書かれた文のうち、正しいものを1つ選び、記号で答えよ。

イ　タンパク質・脂肪のどちらも一度分解されたあと再び元の物質に戻り、タンパク質は柔毛のリンパ管
　　に、脂肪は柔毛の毛細血管に入る。

エ　タンパク質はアミノ酸となり柔毛のリンパ管に入り、脂肪は脂肪酸とモノグリセリドに分かれて柔毛
　　に吸収されたのち、再び脂肪となって毛細血管に入る。
オ　タンパク質はアミノ酸となり柔毛の毛細血管に入り、脂肪は脂肪酸とモノグリセリドに分かれて柔毛
　　に吸収されたのち、再び脂肪となってリンパ管に入る。
カ　タンパク質はアミノ酸とモノグリセリドに分かれて柔毛に吸収されたのち、再びタンパク質となってリ
　　ンパ管に入り、脂肪は脂肪酸となり柔毛の毛細血管に入る。

ウ　タンパク質・脂肪のどちらも一度分解されたあと再び元の物質に戻り、タンパク質は柔毛の毛細血
　　管に、脂肪は柔毛のリンパ管に入る。

Ⅳ　試験管ＣとＤに、ベネジクト液を数滴ずつ加えてよく混ぜ、ある操作をしたのちにそれぞれの色の変
　化を観察した。

次の文は、この実験の結果とわかったことをまとめたものである。文中の（　①　）と（　②　）には試験管
Ａ～Ｄの中からそれぞれ1つずつ選んで記号で答え、（　③　）と（　④　）には当てはまる適切な内容を
それぞれ答えよ。

　この実験から、試験管（　①　）だけが青紫色になり、試験管（　②　）だけが赤かっしょく色になった。
実験Ⅲの結果から、だ液によってデンプンが（　③　）ことが確認できた。また、実験Ⅳの結果から、だ液
によってデンプンが（　④　）ことが確認できた。

実験結果から、だ液にはどのような消化酵素が含まれているとわかるか、消化酵素の名前を答えよ。

試験管ＢやＤを用意するのは、試験管ＡとＣの実験と比較するために用意したものです。この様な実験
を何といいますか。

Ａ～Ｄ液を100℃で3分間加熱して用いたところ、本来の実験結果と異なるものがあった。その理由を次
のア～エから選び、記号で答えなさい。

ヒトのからだの消化について調べるため、次の実験Ⅰ～Ⅳを行った。これを見て、各問いに答えよ。3

   
   

   

① ②

（5） （7）（6）

③ ④
（4）

（1） （2） （3）
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　消化や吸収、呼吸について、以下の問いに答えなさい。

　次の表1は、食べ物のうち3種類の栄養素Ａ、Ｂ、Ｃの消化の過程を示したものである。

★★★ （1）　表1の栄養素ＢおよびＣは何ですか。

★★★★ （2）　

　　ア　胆汁は栄養素Ａを消化してアミノ酸にする。

　　イ　胆汁は栄養素Ａの消化には無関係である。

　　ウ　胆汁は栄養素Ａを消化することはできないが、細かい粒にすることで消化を助ける。

　　エ　胆汁は栄養素Ａを消化してグルコースにする。

　　オ　胆汁は栄養素Ａを消化して脂肪酸とグリセリンにする。

★★★★ （3）　

★★★★ （4）　

★★★ （5）　

エ　脂肪酸とグリセリンは、小腸の柔毛で吸収された後再び脂肪になり、リンパ管を通って最後は血管
に入る。
オ　消化酵素は、相手の物質を変化させ、自分自身も変化して、わずかな量でくり返し働き、多量の物
質を変化させることができる。

からだの中でタンパク質が分解されたときに生じる有害な物質は、からだのどの部分で無害な物質に
変えられるか。次の文章の（　ア　）～（　ウ　）にあてはまる語句を答えよ。

タンパク質が分解されると（　ア　）という有害な物質ができるが、（ア）はからだの（　イ　）で（　ウ　）と
いう無害な物質に変えられて血液で運ばれ、からだの外に出されていく。

表1の胆汁のはたらき①について述べた文ア～オについて最も適当なものを1つ選び記号で答えなさ
い。

柔毛には消化された栄養素を吸収するための毛細血管とリンパ管がある。消化されたものが毛細血管
に吸収される栄養素はどれか。Ａ～Ｃからすべて選び記号で答えなさい。

ヒトの消化管での物質の分解や吸収について正しく説明しているものを次のア～オから2つ選び、記号
で答えなさい。

イ　タンパク質は、胃液、すい液、小腸の壁の表面にある消化酵素の働きを受け、アミノ酸に分解され、
小腸の柔毛から吸収される。
ウ　脂肪は、だ液の働きによって細かい粒にされた後、すい液中の消化酵素の働きで脂肪酸とグリセリ
ンに分解される。

ア　デンプンは、だ液、胃液、すい液、小腸の壁の表面にある消化酵素の働きを受け、ブドウ糖に分解
され、小腸の柔毛から吸収される。

4

表1
消化液 Ａ Ｂ Ｃ

だ液の消化酵素 ー ＋ ー
胃液の消化酵素 ー ー ＋

胆汁 ① ー ー
すい液の消化酵素 ＋ ＋ ＋
小腸の壁の消化酵素 ー ＋ ＋
　※表中の「＋」は「消化する」、「－」は「消化しない」ことを示す。

（2）

（5）

（3）

（4）
ア イ ウ

B C
（1）

小計
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右図は、ヒトの血液循環を模式的に示したものである。

★★ （1）　

★★★ （2）　

　　　　ア　肺ではＡからＢに流れ、体の各部ではＣからＤに流れる。

　　　　イ　肺ではＡからＢに流れ、体の各部ではＤからＣに流れる。

　　　　ウ　肺ではＢからＡに流れ、体の各部ではＣからＤに流れる。

　　　　エ　肺ではＢからＡに流れ、体の各部ではＤからＣに流れる。

★★★★ （3）　次の①～③の文にあてはまる血管を、図2のa～ｋから選び記号を答えなさい。

　　①　栄養分を最も多く含む血が流れる血管

　　②　酸素を最も多く含む血液が流れる血管

　　③　老廃物が最も少ない血液が流れる血管

★★★★ （4）　

　　ア　動脈血と呼ばれ、酸素を多くふくみ、暗赤色をしている。

　　イ　静脈血と呼ばれ、酸素を多くふくみ、あざやかな赤色をしている。

　　ウ　動脈血と呼ばれ、酸素が少なく、あざやかな赤色をしている。

　　エ　静脈血と呼ばれ、酸素が少なく、暗赤色をしている。

★★★★ （5）　血管について、次の問いに答えなさい。

②　血管における弁のはたらきを、簡単に説明しなさい。

★★★★ （6）　運動をすると、安静時に比べて、呼吸数や拍動数がふえる。その理由を説明しなさい。

①　血管には動脈と静脈がある。それぞれの血管の壁の厚さと血液の流れを、正しく示しているもの
　　を、次のア～カから選び記号で答えなさい。ただし、血液の流れは上から下に流れるものとする。

肺と体の各部に流れる血液はどの方向に流れているか。正しいもの
を、次のア～エから選び記号で答えなさい。

心臓から出た血液は、体内を循環してふたたび心臓に戻る。この血
液の道すじは、大きく二つある。一つは、心臓から肺に送られふたた
び心臓に戻る道すじで、もう一つは、心臓から肺以外の全身に送ら
れふたたび心臓にもどる道すじである。このうち、肺以外の全身に送
られふたたび心臓にもどる道すじを何というか、答えなさい。

図の血管aを流れる血液の特徴を述べた文として、最も適当なものを、次のア～エからひとつ選び、記
号で答えなさい。

5

（2） （4）

① ② ③

動脈 静脈

（6）

弁のはたらき
（5）

（1） （3）
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　ヒトのからだのしくみについて、次の各問いに答えよ。

★★★★ （1）　

★ （2）　筋肉と骨の結合部分を何というか。

★★★ （3）　図1の腕の曲げた状態から腕をのばすと、筋肉Ａ、筋肉Ｂはそれぞれどうなるかを答えよ。

★★★ （4）　図2はヒトの目を模式的に示したものである。図中のク・ケ・シの名称を答えよ。

★★★★ （5）　図2のコの神経について正しく述べているものをa～ｄの中から1つ選び、記号で答えよ。

　　　a　中枢神経の運動神経である。

　　　b　末しょう神経の運動神経である。

　　　ｃ　中枢神経の感覚神経である。

　　　ｄ　末しょう神経の感覚神経である。

★★★ （6）　図2のキ～シの中で、光の刺激を受け取る細胞があるものを選び、記号で答えよ。

★★★★ （7）　

★★★ （8）　

音　→　（　①　）　→　（　②　）　→　（　③　）　→　聴神経　→　脳

ア　①　うずまき管　　　②　鼓膜　　　　③　耳小骨

イ　①　鼓膜　　　　　　　②　耳小骨　　③　うずまき管

ウ　①　耳小骨　　　　　②　鼓膜　　　　③　うずまき管

エ　①　鼓膜　　　　　　②　うずまき管　　　　③　耳小骨

★★★★ （9）　耳は音の刺激だけでなく、他の刺激も受け取ってるがその刺激は何か答えよ。

図1は、腕の曲げたりのばしたりするときにはたらく筋肉と骨格を描いたものである。筋肉Ａ、筋肉Ｂの
先端は図中のア～カのどこについているか。それぞれの記号で答えよ。

図2のケは観察実験で使う顕微鏡の「ある部分」と同じはたらきをしている。顕微鏡の「ある部分」とは
何か、名称を答え、さらに、図2のケと顕微鏡の「ある部分」に共通するはたらきを答えよ。

図3は、音の刺激の伝わり方を示している。図中の①～③にあてはまるつくりや器官の組み合わせが正
しいものはどれですか。

目標時間

40分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.行動のしくみ

単元2 動物の生活と生物の進化

1

A B

（5） （6）

（8） （9）

名称 はたらき
（7）

ク ケ コ

（4）

（1） （2） （3）
A B

図3

合計日付

小計
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[実験1]

（b）　Ａは、ライトのスイッチとストップウォッチのスイッチを同時に押す。

[実験2]

結果

★★★ （1）　

★★★★ （2）　

　　　ア　ライトが光ると目が刺激を受け取り、刺激は信号に変えられる。

　　　イ　信号が運動神経を通る。

　　　ウ　信号が感覚神経を通る。

　　　エ　信号が指を動かす筋肉に伝わる。

　　　オ　信号が脳に伝わり、脳はライトが光ったと認識する。

　　　カ　脳が「ライトのスイッチを押せ」という信号を出す。

　　　キ　指がライトのスイッチを押す。

★★ （3）　脳とせきずいからできている神経系を何というか

★★★★★ （4）　

★★★★ （5）　実験2の結果の（　　　）に入る数字として最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

　　ア　0.21　　　　イ　0.22　　　　ウ　0.23　　　　エ　0.24

（a）　Ａ～Ｈの8人が、図Ⅱのようないすに座り、それぞれ矢印の向
きにライトを向ける。

（c）　Ｂは、Ａのライトが光ったらすぐにライトのスイッチを押す。Ｃ
は、Ｂのライトが光ったらすぐにライトのスイッチを押す。同様にＤ、
Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈまで順に続ける。

（d）　Ａは、Ｈのライトが光ったらすぐにストップウォッチのスイッチを
押し、時間を測定する。十分に練習した後、5回測定した結果を表に
まとめた。

実験1について、Ｈの代わりに鏡を設置し、鏡にうつったＧのライトがＡから見えるように角度を調節し
た。Ａ～Ｇは実験と同様の操作を行い、Ａは鏡にうつるＧのライトが光ったらすぐにストップウォッチのス
イッチを押す。このとき測定時間は何秒短くなると考えれるか、表の測定　時間の平均を利用して求め
なさい。ただし、反応にかかる時間に個人差はなく、ライトのスイッチを押す動作とストップウォッチのス
イッチを押す動作にかかる時間は同じとする

目の中で、ひとみの大きさを変えて光の量を調節する部分を何というか、書きなさい。また、目の中で、
レンズを通った光が像をつくる部分を何というか、書きなさい。

次のア～キは、実験1で光の刺激を受け取ってからライトのスイッチを押すまでのしくみについて説明し
たものである。アを最初とし、キを最後として、イ～カが正しい順になるように並べかえて、記号を書き
なさい。

先生は、右手でストップウォッチをスタートさせると同時に、左手でＡさんの右手をにぎる。右手をにぎ
られたＡさんは、すぐに左手でＢさんの右手をにぎる。先生はスタートさせたストップウォッチをすばや
く、みやこさんに渡す。右手をにぎられたらすぐに、左手でとなりの人の右手をにぎるという動作を、
次々に続けていく。最後のみやこさんは、Ｃさんから右手をにぎられたらすぐに、ストップウォッチをス
タートさせてから止めるまでを1回とし、これを10回繰り返して行う。

　10回の時間を計測したとき、1回の平均時間は3.45秒だった。この1回の平均時間をもとに、右手をに
ぎられるという刺激を受けてから左手でにぎるという反応をするまでの生徒1人あたりにかかった時間
を求めると、（　　　　）秒だった。

　刺激に対する反応について調べるために、実験1と実験2をおこ
なった。実験を読み、後の問いに答えなさい。図1のようなライトを
使って次の実験を行った。図1は、Ａ～Ｈの8人が実験を行っている
ところを上から見た模式図である。また、図2は先生と15人の生徒が
輪になり手をつないだ様子である。

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
時間　(秒） 1.66 1.71 1.64 1.69 1.70

2
図1

図2
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★★★ （6）　

ア　手の筋肉→感覚神経→せきずい→運動神経→手の皮ふ

イ　手の皮ふ→感覚神経→せきずい→運動神経→手の筋肉

ウ　手の筋肉→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→手の皮ふ

エ　手の皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→手の筋肉

★★★ （7）　

    ア　口の中に食物が入ったので、だ液が出た。

　　イ　文字を書き間違えたので、消しゴムで消した。

　　ウ　友達に呼びかけられたので、ふり返った。

　　エ　ボールが飛んできたので、とろうとジャンプした。

みやこさんが、実験において右手をにぎられるという刺激を受けてからストップウォッチを止めるまで
の、信号（刺激と命令）が伝わる経路を表したものとして、最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

刺激に対するヒトの反応について、みやこさんが調べてみると、実験での反応とは別に、熱いものに手
がふれるととっさに手を引っ込めるなどの反応があることがわかった。
このような、意識とは関係なく起こる反応を何というか、漢字2字で書け。また、この意識とは関係なく起
こる反応の例として、最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

小計

（5） （6）
記号名称

（1） （2）
光を調節する部分 像をつくる部分

（3） （4） （7）

　　　　　　　　　　　秒

https://iidrill.com/
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表1はセキツイ動物のなかま、表2は無セキツイ動物のなかまを表している。後の各問いに答えなさい。

表1

表2

★★★ （1）　表1で陸上に殻のある卵をうむ動物をすべて選び、記号で答えよ。

★★★ （2）　

★★★★ （3）　

★★★ （4）　表1のＡ、Ｄの動物の分類をそれぞれ答えよ。

★★★ （5）　表1の中で、一生をエラで呼吸する動物をすべて選び、記号で答えよ。

★★★ （6）　

★★★ （7）　

★★★★ （8）　

★★★★★ （9）　

Ａ　ハト　　Ｂ　クジラ　　Ｃ　ヘビ　　Ｄ　イモリ　　Ｅ　ネコ　　Ｆ　タイ　　Ｇ　トカゲ　　Ｈ　カラス

a　イカ　　b　ヒトデ　c　エビ　d　ミミズ　　e　トンボ　　f　セミ　　g　アサリ

（7）のなかまは、さらに体が2つないし3つの部分に分かれているザリガニのような（　①　）類と、体が3
つの部分に分かれて3対のあしを持つバッタのような（　②　）類に分類される。

表2のeは呼吸をするための空気の取り入れ口として、腹に特別なつくりをもつ。このつくりを何というか。

表2の動物のうち、からだの特徴として「からだは硬い殻でおおわれ、節のあるあしを持つもの」をすべ
て選び、記号で答えよ。また、そのなかまをまとめて何というか。グループ名を答えよ。

表1でまわりの温度が変化しても、自身の体温を一定に保つことができる動物をすべて選び、記号で答
えよ。また、その動物のことをまとめて何というか。グループ名を答えよ。

表1のＥは①草食動物、②肉食動物のうちどちらか。①、②の数字で答え、さらにその動物の特徴を目
と歯について簡単に説明せよ。

表2の動物のうち、からだの特徴として、「内臓とそれを包みこむ、外とう膜という柔らかい膜をもち、節
がなく柔らかいあしを持つ。」ものをすべて選び、記号で答えよ。またそのなかまをまとめて何という
か。

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.動物のなかま

単元2 動物の生活と生物の進化

1

番号

（5）

（9）

（7） （8）
記号 グループ名 ① ②

A D 記号 グループ名

記号 グループ名

（3）

特徴

（4） （6）

（1） （2）

合計日付

小計
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★ （1）　背骨がない動物を何というか、書きなさい。

★★★ （2）　

　　　ア　ダンゴムシ　　　イ　ウニ　　　ウ　イカ　　エ　アサリ　　オ　クラゲ

★★★ （3）　図1の①～③に入る最も適切なものを、次のア～オから1つずつ選び、その記号を書きなさい。

　　　ア　いつも陸上で生活しているか

　　　イ　まわりの温度が変化しても、体温を一定に保つことができるか

　　　ウ　殻（から）のある卵をうむか

　　　エ　からだがうろこでおおわれているか

　　　オ　親（おとな）は肺で呼吸するか

（4）　ホニュウ類について、次の（a)、（ｂ）について答えなさい。

★★★★

★★★★

　図1は、いろいろな特徴をもとに動物をなかま分けするときの過程を表したものである。また、図2はシ
マウマの骨をスケッチしたものである。これをもとに、以下の各問に答えなさい。

　（a）　ヒトとクジラについて、ヒトのうでとクジラのひれは、相同器官といわれている。相同器官とはど
　　　　のような器官か、説明しなさい。

　（ｂ）　図2について、シマウマの臼歯は大きく発達しており、目の顔の側面にある。これらのことは、シ
　　　　マウマが生活していく上で、どのような利点があるか。臼歯が大きく発達していることと、目が顔
　　　　の側面にあることについて、それぞれの利点を、簡単に書きなさい。

図1のＡは何というかなかまか、書きなさい。また、Ａのなかまに入る動物を、次のア～オからすべて
選び、その記号を書きなさい。

2

① ② ③

（4）(ｂ）

記号

（2）

（3） （4）(a）

（1）

名称

図2

小計
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★★★ （1）　

★★★★ （2）　

★★★★ （3）　

　　ア　ホニュウ類　　　イ　ハチュウ類　　　　ウ　魚類　　　エ　両生類

★★ （4）　
化石や現存する生物のからだのつくりから、生物は長い時間をかけて、多くの世代を重ねながら変化し
ていくと考えることができる。このことを何という、書きなさい。

セキツイ動物の骨格を調べると、図のようにヒトの手と腕にあたる部分があることがわかる。このよう
に、外形やはたらきが異なっていても、もとは同じでそれが変化したものだと考えると、図のような対応
関係がうまく説明できる。（1）～（4）の各問いに答えなさい。

カエルやワニの前あし、スズメやコウモリのつばさ、クジラの胸びれの骨格のように、同じものから変化
したと考えれるからだの部分を何というか。その名称を書きなさい。
（1）の中には、たとえばヘビやクジラの後ろあしのように、はたらきを失ってわずかに形だけが残ってい
るものもある。このようなからだの部分を何というか。その名称を書きなさい。

ドイツ南部の古い地層から発見された動物の化石の一つに、始祖鳥がある。始祖鳥のからだのつくり
から、あるグループと鳥類の中間の生物と考えられる。そのグループとして最も適当なものを、次のア
～エの中から一つ選び、記号を書きなさい。

目標時間

10分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

5.生物の進化

単元2 動物の生活と生物の進化

1

（3）（2） （4）（1）

合計日付

https://iidrill.com/

